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■
尊
徳
が
修
理
し
た
青
木
神
社

（
写
真
左
）
と
そ
の
境
内
に
は
、

こ
れ
を
記
念
し
て
青
木
村
名
主
舘た

て

野の

勘か
ん

右う

衛え

門も
ん

が
寄
進
し
た
「
手
洗

い
石
」
が
あ
り
ま
す
。

■
大
国
小
学
校
に
あ
る
、
薬
王
寺

山
門
と
同
じ
青
木
堰
の
木
材
を
使

い
作
ら
れ
た
柱
と
金
次
郎
像
で

す
。（
写
真
左
）

■
明
治
30
年
、
旧
真
壁
、
旧
西
茨

城
両
郡
の
有
力
農
民
指
導
者
と
青

木
村
一
同
で
建
立
し
た
頌

し
ょ
う

徳と
く

碑ひ

（
写
真
左
）

大
国
小
学
校

　
４
年
生
が
社
会
科
の
「
き
ょ
う

土
を
ひ
ら
く
」
の
中
で
、
桜
川
に

せ
き
を
つ
く
る
と
い
う
内
容
の
学

習
を
し
ま
す
。
実
際
に
青
木
堰
を

見
学
し
な
が
ら
尊
徳
が
ど
の
よ
う

に
し
て
何
の
た
め
に
作
っ
た
の

か
、
そ
の
後
の
変
化
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

岩
瀬
小
学
校

　
５
年
生
が
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
青
木
堰
を
訪
れ
、
郷
土
史
家

舘た
て

野の

義よ
し
ひ
さ久
先
生
よ
り
、
尊
徳
に
つ

い
て
の
講
話
、
ま
た
、
青
木
堰
の

歴
史
や
由
来
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
る
現
地
学
習
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
他
に
も
市
内
に
は
尊

徳
の
偉
業
を
た
た
え
る
史
跡
や
個

人
所
蔵
の
文
書
な
ど
も
数
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先
／
文
化
生
涯
学
習

課 

報
徳
サ
ミ
ッ
ト
事
務
局
（
☎

23-

８
５
２
１ 

真
壁
伝
承
館
内
）

全国報全国報徳徳
サ
ミ
ッ
ト

サ
ミ
ッ
ト

紅
葉
の
時
季
に
は
境
内
の
モ
ミ
ジ
が
色
づ

き
、
薬
王
寺
は
多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
す
。

小
学
校
に
お
け
る
尊
徳
に
つ
い
て
の

学
習
へ
の
取
り
組
み

手洗い石

大国小 青木堰現地学習の様子

岩瀬小 青木堰現地学習の様子

　本年 10 月 22 日に大和ふれあいセンター「シトラス」を会
場に全国報徳サミット桜川市大会」が行われます。開催まで３
か月を切り、全国のサミット関係者や市民の方々を迎える準備
も着々と進めております。

　今回でシリーズ３回目となるこのコーナーでは、市内にある
二宮尊徳の関連史跡と市内小学校での授業の取り組みをご紹介
いたします。

尊
徳
ゆ
か
り
の
史
跡

　
農
民
の
子
と
し
て
育
ち
、
一
家

離
散
に
遭
う
が
苦
難
を
乗
り
越

え
、よ
く
働
き
勉
学
し
た
尊
徳
は
、

や
が
て
多
く
の
藩
の
仕
法
に
着
手

し
、
村
の
建
て
直
し
を
行
い
ま
し

た
。
天
保
４
年
（
１
８
３
３
年
）

尊
徳
47
歳
の
と
き
に
青
木
地
区
を

流
れ
る
桜
川
に
堰
を
築
き
ま
し

た
。
上
の
写
真
は
、
昭
和
26
年
に

改
築
し
た
現
在
の
青
木
堰
で
す
。

■
曛く

ん

静せ
い

山ざ
ん

薬や
く

王お
う

寺じ

（
青
木
地
区
）

の
山
門
（
左
写
真
）
は
尊
徳
が
築

い
た
青
木
堰
の
木
材
を
使
い
建
て

ら
れ
た
遺
堰
記
念
門
で
す
。


